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正月休みで食べ過ぎたせいか、
ぷくっと出てきたお腹が気になる時期
ですね。今回の特集では、高島市の健
診結果をご紹介していますが、なん
と 30 代～ 50 代の男性の約４割が肥
満だそうです。▼表紙は、ＰＴＡ連絡
協議会主催の親子ふれあい活動のよう
す。親子で協力して「米粉すいとん入
りぼたん鍋」づくりに挑戦されまし
た。おいしいお鍋に、思わず４杯もい
ただき、肥満の道へまた一歩前進して
しまった私です…。　（広報担当Ｓ）

不要となった広報誌は、その他古紙（雑誌）として古紙回収日に
出していただきますようお願いします。

昔の暮らしを調べよう〔マキノ資料館〕

木地師や山仕事の道具〔朽木資料館〕

石臼体験〔高島歴史民俗資料館〕

た
。
木
地
師
関
係
を
は
じ
め
山
仕
事
の

道
具
・
生
活
用
具
・
山
ノ
神
祭
具
な
ど

を
展
示
し
、
併
せ
て
朽
木
盆
・
木
地
椀

類
も
多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時

代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
こ
の
地

の
領
主
で
あ
っ
た
朽
木
氏
の
関
連
資
料

も
展
示
し
て
い
ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治

に
活
躍
し
た
書
画
家
池
田
白
鷗
の
資
料

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、朽
木
陣
屋・

西
山
城
を
は
じ
め
、
中
世
か
ら
近
世
に

か
け
て
の
高
島
市
内
の
城
と
城
下
の
紹

介
も
し
て
い
ま
す
。
敷
地
内
に
は
、
能

家
集
落
か
ら
移
築
さ
れ
た
築
約
百
五
十

年
の
茅
葺
民
家
が
あ
り
、
民
家
内
は
自

由
に
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
高
島
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
金
銅
製

の
宝
冠
や
沓く
つ
、
環か
ん
と
う
の
た
ち

頭
大
刀
な
ど
華
麗
な

　
市
内
に
は
、
マ
キ
ノ
資
料
館
・
朽
木

資
料
館
・
高
島
歴
史
民
俗
資
料
館
の
３

つ
の
資
料
館
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

に
、
特
色
を
生
か
し
た
展
示
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

マ
キ
ノ
資
料
館
は
、
山
と
湖
の
生

活
文
化
を
伝
え
る
目
的
で
、
平
成
５

（
１
９
９
３
）
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

館
に
入
る
と
、
左
手
に
昔
の
く
ら
し
を

再
現
し
た
囲い
ろ
り
ば
た

炉
裏
端
で
、
お
じ
い
さ
ん

が
男
の
子
に
話
を
し
て
い
ま
す
。
展
示

室
に
は
、
稲
作
の
今
と
昔
・
山
や
琵
琶

湖
の
仕
事
・
村
の
行
事
・
く
ら
し
と
そ

の
道
具
・
古
代
マ
キ
ノ
の
出
土
品
な
ど

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
朽
木
資
料
館
は
、
朽
木
陣
屋
跡
に
昭

和
57
（
１
９
８
２
）
年
に
開
館
し
ま
し

資
料
館
で
郷
土
学
習

資
料
館
で
郷
土
学
習

副
葬
品
が
出
土
し
た
こ
と
で
有
名
な
、

鴨
稲
荷
山
古
墳
（
６
世
紀
前
半
）
の
南

約
１
５
０
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
資
料
館
は
、
昭
和
56
（
１
９
８
１
）

年
に
開
館
し
て
お
り
、
３
つ
の
資
料
館

の
中
で
は
一
番
古
い
建
物
に
な
り
ま

す
。
一
階
の
展
示
室
に
は
、
鴨
稲
荷
山

古
墳
を
は
じ
め
打
下
古
墳
な
ど
の
安
曇

川
以
南
の
古
墳
時
代
の
資
料
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
特
に
打
下
古
墳
の
被
葬
者

復
顔
資
料
は
、
私
た
ち
の
ル
ー
ツ
の
一

端
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
二
階
展

示
室
に
は
、
古
墳
時
代
の
南
市
東
遺
跡

を
は
じ
め
、
下
五
反
田
遺
跡
・
八
反
田

遺
跡
な
ど
集
落
跡
か
ら
出
土
し
た
須
恵

器
や
土は

じ

き
師
器
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
奈

良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
は
、

永
田
遺
跡
・
鴨
遺
跡
の
古
代
官か
ん
が衙
関
連

出
土
遺
物
を
並
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
か
ら
出
土
し
た
古
代
寺
院
関
連
の

古
瓦
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
近
世
に

至
っ
て
は
、
元
和
５
（
１
６
１
９
）
年

伊
勢
上
野
よ
り
大
溝
に
入
封
し
、
大
溝

藩
主
と
な
っ
た
分
部
家
関
連
史
料
、
大

溝
藩
に
お
預
け
の
身
に
な
っ
た
北
方
の

英
傑
、
近
藤
重
蔵
関
連
の
史
料
や
東
万

木
村
（
青
柳
）
出
身
の
馬
場
正
通
が
模

写
し
た
「
三
国
丸
」
の
模
型
も
置
い
て

い
ま
す
。
民
俗
資
料
と
し
て
は
、
昭
和

前
半
の
く
ら
し
を
民
具
類
の
展
示
で
再

現
し
て
い
ま
す
。「
枡
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
で
使
わ
れ

た
枡
を
、「
京
枡
」
を
含
む
江
戸
時
代

の
枡
か
ら
明
治
の
枡
へ
と
そ
の
変
化
も

展
示
し
て
い
ま
す
。
枡
か
き
の
体
験
も

で
き
ま
す
。

　
来
館
者
の
中
に
は
、
市
内
の
小
・
中

学
校
の
郷
土
学
習
や
体
験
学
習
で
の
利

用
も
多
く
、
毎
年
好
評
の
様
子
で
す
。

高
島
市
の
歴
史
や
市
内
に
残
る
生
活
文

化
・
文
化
財
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
良
い
機
会
と
、
歓
迎
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
資
料
館
に

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
思
わ
ぬ

発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
同
広
報
文
化

情
報
「
と
も
し
び
」
欄
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

高
島
歴
史
民
俗
資
料
館
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